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第19巻 第4号 九 州 大 学 農 学 部 学 芸 雑 誌 昭 和37年7月

オ オ ワ タ コナ カ イ ガ ラ ム シ の 天 敵 に 関 す る研 究1*

村 上 陽 三

Studies on natural enemies of a mealybug, Phenacoccus 

 Pergandei Cockerell. I 

Yozo Murakami

緒 目

PhenacoccuspergandeiCockerellオオワタ コナカイガ ラム シは 日本 全 土 に 分 布 し,多 種

の 有 用 植 物 を加 害 す る害 虫で あ る.北 海 道,東 北 地 方 お よび 長 野 県 な どで は古 くか ら リン

ゴの 害 虫 と して 知 られ,そ の他 の府 県 で もカ キ,ビ ワ,イ チ ジ ク,ク ワな どに 被 害 を もた ら

して い る.福 岡 地 方 で は 次 に あ げ る植 物 上 で認 め られ る.す な わ ち,エ ノキCeltissinensis

var.ノaponiea,イ ヌ ビ ワFicuserecta,ホ オ ノ キMagnoliaoboyata,テ ン ダ イ ウヤ ク 」Benzoin

strychnifolium,フ ウLiquidambarformosana,ヒ ガ ンザ ク ラPrunuscampanulata,サ ンザ シ

Crataeguscuneata,ビ ワEriobotrya/aponiea,ア カ メガ シ ワMallotus/aponicus,マ サ キ

EuonymUS/aponica,ア ワブ キMeliosmamyriantha,ボ ダ イ ジュTiliaMiqueliana,カ キ ノ

キDiospyrosKaki,ト ネ リコFraxinus/aponiea,ヒ ロハ アオ ダモFraxinuslongicuspisvar.

latifolia,ガ マズ ミViburnumdilatatumで あ る.

このコナカイガラムシ は1896年 東 京 で採 集 され た 標 本 に 基 づ い て 記 載 され た種 で,そ の

後G.J.Rau(1942)に よつ て 欧 米 産 のPhenacoccusaceris(Signoret)のsynonymと

され た.し か し筆 者 は福 岡産 の標 本 に つ い て 高 橋 良 一 博 士 の 同 定 を 求 め た とこ ろ,日 本 産

の もの に 対 して はPh.pergandeiCockerel1の 名 を使 用 す るの が 適 当 で あ り,今 の とこ ろ

Ph.aceris(Signoret)と は 別種 と して扱 うべ きで あ る との 教 示 を得 た の で,本 稿 で は そ れ

に 従 つ た.な お和 名 に関 しては,オ オ ワ タ カ イ ガ ラモ ドキ,ワ タカ イ ガ ラモ ドキ,オ オ ワ

タ カ イ ガ ラ ム シモ ドキ,カ キ ノ コナ ム シ等 の異 名 が あ る.

筆 者 は1954年 春 以 来,主 として 福 岡 に お い て この コナ カ イ ガ ラ ム シ の天 敵 に 関 す る研 究

を お こな つ た.ま た1958年 の 春 に は,北 海 道 札幌 市 お よび 余 市 町,青 森 県 弘 前 市,黒 石

市,藤 崎 町 お よび尾 上 町,福 島 県 福 島 市 お よび 飯 坂 町 に お もむ き調 査 をお こな い,更 に1960

年4月 か ら1年 間,青 森 県藤 崎 町 の 農 林 省 東北 農 業 試験 場 園 芸部 に滞 在 して 研 究 を お こな う

機 会 に 恵 まれ た.

本 文 に入 るに先 だ ち,本 研 究 に 終始 指導 助 言 を与 え られ,且 つ 寄 生 蜂 同 定 の労 を と られ

た 安松 京三教授 に深 甚 の謝 意 を表 す る.ま た カ イ ガ ラム シ の同 定 を され た 大 阪府 立 大学 高
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橋良 一教授,寄 生蜂の同定をされた愛媛大学立川哲三郎助教授,ア ブラコバエの同定並び

に生態に関する文献を教示された農林省農業技術研究所福原楢男技官,テ ントウムシに つ

いて同定 と教示を与えられた 九州大学農学部神谷寛之氏,植 物の同定をされた福岡学芸大

学小川保喜氏,熊 本営林局吉井宅男技官,岩 手大学農学部永野正造氏に心から感謝の意を

表する次第である.ま た次にあげる諸氏は本研究に際して種々便宜を与えられ且つ協力下

さつたので,こ こに厚 く御礼申し上げたい.当 時の北海道大学昆虫学教室員各位,農 林省

北海道農業試験場桑山覚 ・西尾美明両技官,農 林省東北農業試験場園芸部豊島在寛 ・本間

健平 ・降幡広一各技官,青 森県 りんご試験場津川力技師,弘 前大学文理学部内田一教授,福

島県園芸試験場遠藤金弥技師はじめ 同害虫研究室員各位,岐 阜大学農学部福島正三助教授

および九州大学農学部昆虫学教室員各位.

天 敵 の 種 類

オ オ ワタ コナ カイ ガ ラ ムシ の天 敵 に 関す る従 来 の記 録 は 次 の 如 くで あ る.

桑 名(1911)は 本 州 か ら卵 お よび 幼 虫 を 捕 食す るテ ン トウ ム シ類 と,雌 成 虫 に寄 生 す る寄

生 蜂 が あ る事 を報 告 して い るが,い ずれ も種 名 は 明 らか で な い.

中 山(1921)はCoecophaguslecaniiFitchを 記 録 して い るが,こ の種 は の ちにGahan

(1926)に よつ てCoccophagess/aponicusCompereと 改 め られ,更 にCompere(1931)・

立 川(1957)に よつ てCoccophagushawaiiensisTimberlakeが 正 しい とされ た 種 で あ る・

桑 山 ・堀(1930)は 北 海 道 か らア カボ シ テ ン トウ(Chilocorusrubidus),ヒ メア カボ シテ

ン トウ(Chilocorussimilis),ヒ メテ ン トウの1種(Scymnussp・),ヒ ラ タ ア ブ1種 の 幼 虫,

ヒ メクモ の1種(Theridionsp.),ダ ニの1種,ス ズ メお よびハイイロカビ 菌 の1種(Botrytis

sp.)等 の天 敵 を 記 録 して い るが,寄 生 蜂 は未 だ に 発 見 して い な い と して い る.

立 川(1956,1957お よび1958)はAchrysopophagusnagasakiensis(lshii)(二 次 寄 生

蜂),Aphycussp.お よびCeropteroceroides/aponieusAshrneadの3種 の寄 生 蜂 と捕 食 虫

Scymnus(tVephus)phosphorusLewisフ タホ シ ヒ メテ ン トウを 記 録 して い る.

神 谷(1959)は 捕 食性 テ ソ トウ ム シ の食 性 に 関 す る報 文 の 中 で,オ オ ワタ コ ナカイガラムシ

シ を捕 食 す る2種 の テ ン トウム シ,Scymms(Nephus)phosphorusLewisフ タホ シ ヒ メテ

ン トウ とHyperaspis/apeniea(Crotch)フ タホ シ テ ン トウ を記 録 して お り,更 に この他 に

室 内実 験 に よつ て この コナ カイ ガ ラ ム シを 捕 食 す る4種 の テ ン トウ ム シ を確 認 して い る.

筆 者(1958)は 予報 と して14種 の 寄 生 蜂(二 次寄 生 蜂 を も含 む)を 記 録 した が,そ の 後

の調 査 に よつ て そ れ らの 中に は他 種 の カ イ ガ ラ ム シ類 の 寄 生 蜂 と思 わ れ る種 が 何 種 か まぎ

れ て い た事 が 判 明 した.ま た筆 者(1960お よび1961)は オ オ ワ タ コナ カ イ ガ ラ ム シに 寄 生

す る2種 の トビ コバ チAnagyrusschbnherri(Westwood)とAphycusalbicornisTirnber・

1akeに 見 られ る季 節 的 二 型 に つ い て論 じた.

Compere&Annecke(1961)はWaterstoniafuiiginosaspec.nov.お よびMaterstonia

albicornis(Timberlake)を 日本 産 のPhenacoccuspergandeiの 寄 生 蜂 と し て 記 録 して い

るが,こ れ に つ い て は の ち に触 れ る こ ととす る.

以上 が オオ ワ タコナ カ イ ガ ラ ム シの天 敵 に 関す る文 献 上 の記 録 で あ るが,筆 者 が 採 集 した



寄 生 蜂(二 次 寄 生 蜂 を 含 む)お よ び 捕 食 虫 は 次 の16種 で あ る.

1.寄 生 蜂(Parasites)膜 翅 目(Hymenoptera)

コ バ チ 上 科(Chalcidoidea)

コ ガ ネ コ バ チ 科(Pteromalidae)

1.Pachyneuronsp.(二 次 寄 生 蜂Hyperparasite)

得 ら れ た 標 本:2♀ ♀1♂,7-18.い1959,福 岡 市(コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 越 冬 仔 虫 か ら 出 現 した も

の);5♀ ♀10♂ox,31.v-9.vi.1954;6♀ ♀9♂ ♂,21.v-6.vi.1955;2♀ ♀2♂ ♂,3-7.v.

1956;8♀ ♀21♂ ♂,v-vi・1958;4♀ ♀12♂ ♂,21.v-5.vi.1959,福 岡 市;57♀ ♀79♂ ♂,v-

vii.1958,福 島 市;3♀ ♀11&♂,vi-vii.1958,福 島 県 飯 坂 町;10♀ ♀8♂ ♂,26.vi-2.vi.

1960,青 森 県 藤 崎 町(以 上 は コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 雌 成 虫 か ら 出 現 し た も の).

2.Unknownsp.A(二 次 寄 生 蜂Hyperparasite)

得 られ た 標 本:1♂,11-20・vi・1955;1♀,1-3.vi.1957;2♀ ♀3♂ ♂,21-31v.1959,福 岡 市

(以 上 は コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 雌 成 虫 か ら 出 現 し た も の).

3.Unknownsp.B(二 次 寄 生 蜂Hyperparasite)

得 ら れ た 標 本:2♀ ♀3♂ ♂,1-10.vii.1958,札 幌 市(コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 雌 成 虫 か ら出 現 した

も の).

ヒ メ コ バ チ 科(Eulophidae)

4.Tetrastichussp.(二 次 寄 生 蜂Hyperparasite)

得 られ た 標 本:4♀ ♀5♂ ♂,13-27.v.1959,福 岡 市(コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 越 冬 仔 虫 か ら 出 現 し

た も の);1♀1♂,4-5.vi.1954;多 数 の ♀ ♀ ♂ ♂,5-12.vi.1955;3♀ ♀5♂ ♂,29.v-7.vi.

1956;8♀ ♀3♂ ♂,v-vi.1958;8♀ ♀218♂,21.v-5.vi.1959,福 岡 市;3♀ ♀2♂ ♂,vi-

vii.1958,福 島 県 飯 坂 町(以 上 は コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 雌 成 虫 か ら 出 現 した も の).

ト ビ コ バ チ 科(Encyrtidae)

5.Achrysopophagusnagasakiensis(Ishii)(二 次 寄 生 蜂Hyperparasite)

CheiloneurusnagasakiensisIshii,1928,Bull.Imp.Agr.Expt.Sta.Jap.,3(2):145;1932,

Icon.Ins.Japonicorum:363;1950,Icon.Ins.Japonicorum,reform.:1421.

AchrysopophagusnagasakiensisTachikawa,1956,Mem.EhimeUniv.sect.6(Agr.),1(2):

144-146(hyperparasite);1958,Agric.&Hort.,34(7):1057.

得 られ た 標 本:4♀ ♀8♂ ♂,17-26.iv.1956,福 岡 市(コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 越 冬 仔 虫 か ら 出 現 し

た も の);5♀ ♀1♂,29.v-4.vi.1955;15♀ ♀8♂ ♂,3-5.vi.1956;12♀ ♀2♂6、,v-vi.1958,

福 岡 市(以 上 は コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 雌 成 虫 か ら 出 現 し た も の).

分 布:日 本(本 州:大 阪;四 国:愛 媛;九 州:福 岡 〔新 記 録 〕,長 崎).

他 の 寄 主:Pseudococcuscitriculusミ カ ン ヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ(二 次 寄 生 蜂),柑 橘 に

つ く コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の1種Pseudoeoccussp.,Spilocoecusノ'lavidusス ギ ヒ メ コ ナ カ イ ガ

ラ ム シ(二 次 寄 生 蜂),.Pulvinariakuwacolaク ワ ワ タ カ イ ガ ラ ム シ(二 次 寄 生 蜂).

6.AnagyrusschOnherri(Westwood)シ エ ー ン ヘ ー ル ト ビ コ バ チ(新 称)

EncyrtusschbnherriWestwood,1837,Philos.Mag.(3ser.),10:441.

BlastothrixschonherriMayr,1876,VerhandLZoo1.-bot.Gesell.Wien,25:699,700;Schmie-

deknecht,1909,Gen.Ins.,fasc.97=241.

AnagγrusschδnherriMercet,1921,FaunaIberica:243;Gahan,1949,Proc.Hawaii.Ent.

Soc.,13(3):360;Murakami,1960,ActaHym.,1(2):200-201,1pl.(seasonaldimorphism).

AnagyrusflavusIshii,1928,Bull.Imp.Agr.Expt.Sta.Jap.,3(2):86-87(Gahan,1949,

syn.).

得 られ た 標 本:多 数 の ♀ ♀&♂,29.iii.1955;6-27.iv.1956;14-30.iv.1957;23,iii-25.iv.1959,



福 岡 市(以 上 は コナ カイ ガ ラ ムシ の越 冬 仔 虫 か ら出現 した もの);多 数 の ♀ ♀♂ ♂,20-29.v.1954;

2-30.v.1955;14.v-5.vi.1956;7.v-4.vi.1957;17.v-vi.1958;4-29.v.1959,福 岡 市;10.vi-～.

vi.1958,福 島市 お よび 福 島県 飯 坂 町;23.vi-?.1958,弘 前 市,黒 石 市 お よ び青 森 県 尾 上1町;22♀ ♀

17♂ ♂,24-30.vi.1960,弘 前市;多 数 の ♀ ♀♂6、,20-30.vi.1960,青 森 県 藤 崎1町;28.vi-?.1958,

北 海 道 余 市 町(以 上 は コナ カ イガ ラム シ の雌 成 虫 か ら出現 した もの).

分 布:イ ギ リス,オ ラ ン ダ,ド イ ツ,ソ ビ エ ト連 邦(ク リ ミ ヤ,沿 海 地 方),イ ラ ン,日

本(北 海 道:余 市 〔新 記 録 〕;本 州:青 森,福 島 〔新 記 録 〕;九 州:福 岡,長 崎).

他 の 寄 主:Leeaniumcoryli,Phenacoceusaceris,Pulvinariabetulae,ア カ メ ガ シ ワ に つ く

ワ タ カ イ ガ ラ ム シ の1種Puivinariasp.

7.Anagyrussp.フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ヤ ド リコ バ チ

Anagγrussp.(necAnagyrussubalbipesIshii)parasitizingPlanoeoccuskraecnhiae,Tachikawa,

1958,Agric.&Hort.,34(7):1057-1058.

得 られ た 標 本:1♀,23,iv.1956,福 岡市(コ ナ カイ ガ ラム シの越 冬 仔 虫 か ら出現 した もの);1♀,

2-15.x.1956,福 岡 市(コ ナ カ イ ガ ラム シ の仔 虫 か ら出現 した もの).

こ の 種 は 立 川(1959)に よ れ ばPlanocoecuskraunin'aeフ ジ コ ナカイガラムシ の 有 力 な 寄

生 蜂 で,従 来 し ば し ばAnagγrussubalbipesIshiiシ ロ ツ ノ コ ナ カ イ ガ ラ ヤ ド リバ チ と 混 同

さ れ て い た 種 で あ り,い ず れ 立 川 博 士 に よ つ て 新 種 と し て 記 載 さ れ る 予 定 で あ る.

分 布:日 本(本 州:静 岡,大 阪;四 国:愛 媛;九 州:福 岡 〔新 記 録 〕).

他 の 寄 主:Planococcaskrewnhiaeフ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ.

8.AphycusalbicornisTimberlakeオ オ ワ タ コ ナカイガ ラ ヤ ド リバ チ(新 称)

AphycusalbicornisTimberlake,1916,Proc.U.S.Nat.Mus.,50:594-595;Ishii,1928,Bull.

Imp.Agr.Expt.Sta.Jap.,3(2)1122;Tachikawa,1959,Shikoku-chuho,no.6:26;

Murakami,1960,ActaHym.,1(2):201-203,2pls.;1961,Mushi,35(9):71-73(seasonal

dimorphism).

Aphアeussp.parasitizingPhenacoceuspergandei,Tachikawa,1956,Jap,Journ.ApP1.Zool,,

21(3):128。

PVaterstoniafuliginosaCompereetAnnecke,1961,Journ.Ent.Soc.S,Afr.,24(1):40-41.
-Newsynonym .

Materstoniaaibicornis,CompereetAnnecke,1961,Journ.Ent.Soc.S.Afr.,24(1):41.

符 られ た標本:多 数 の ♀ ♀ ♂♂,30.iii.1955;14-30.iv.1956;14-30.iv.1957;23.iii-1・v.1959,

福 岡市;8♀ ♀10♂ ♂,13-18.v.1960,青 森 県 藤 崎 町(以 上 は コ ナ カイ ガ ラム シの越 冬 仔 虫 か ら出

現 した もの);多 数 の ♀ ♀♂ ♂,19.v-13.vi.1954;3.v-2.vi.1955;23.v-4.vi.1956;22.v-6.vi.

1957;17.v-vi.1958;5.v-5.vi.1959,福 岡 市;10.vi-～.1958,福 島 市 お よ び福 島県 飯 坂 町;19.vi-

～.1958,弘 前 市,黒 石 市,青 森 県 藤 崎 町 お よび 尾 上 町;4♀ ♀1♂,25-30.vi,1960,弘 前 市;多

数 の ♀ ♀♂6、,19-・25.vi,1960,青 森 県藤崎 町;26.vi-～.1958,札 幌 市 お よ び 北 海 道 余市 町(以 上

は コナ カ イガ ラム シの 雌 成 虫 か ら出現 した もの).

Compere&Annecke(1961)はMaterstonia属 の 検 討 を お こ な つ た 上 で,こ の 種 を

AphyCttS属 か らMaterstonia属 に 移 し,更 に 日 本 産 のPhenacoccuspergandeiの 寄 生 蜂 と

し てWaterstoniafuliginosaな る 新 種 を 作 つ て い る.W.fuliginosaの 模 式 標 本 と し て 用 い

られ た 材 料 は 筆 者 が1956年 に 安 松教授 を 通 じ てCompere氏 に 送 つ た も の で あ り,そ れ

は 筆 者(1960)に よ つ てAphycusalbicornisの 越 冬 世 代 で あ る と確 認 さ れ た も の で あ る.

従 つ てW.fuliginosaはalbicornisのsynonymで あ る.な お 属 名 に 関 し て は 立 川 博 士 に

よ れ ば 更 に 検 討 の 余 地 が あ り今 の と こ ろAphyCUS属 と し て 扱 う よ うに と の 指 示 を 得 た の で

そ れ に 従 つ た.い ず れ 同 博 士 に よ つ て 再 検 討 が 加 え ら れ る 予 定 で あ る.



分 布:日 本(北 海 道:札 幌,余 市 〔い ず れ も 新 記 録 〕;本 州:青 森,福 島 〔新 記 録 〕,大

阪;四 国:愛 媛;九 州:福 岡).

他 の 寄 主=カ タ カ イ ガ ラ ム シ の1種Lecaniu〃1sp.,Phenacoccusviburnaeワ タカイガ ラ モ

ドキ,ホ オ ノ キ,ヤ マ ハ ン ノ キ お よび ケ ヤ キ に つ く コ ナカイガ ラ ム シ の1種Phenacoceussp.

9.Cheiloneurussp.(二 次 寄 生 蜂Hyperparasite)

得 られ た標 本:多 数 の ♀ ♀♂ ♂,18-23.iv。1955;17-27.iv.1956;22-30.iv.1957;3-29.iv.1959,

福 岡 市;2♀ ♀1♂,11.vi.1958,北 海 道 余 市 町(以 上 は コ ナ カ イガ ラム シの 越 冬 仔 虫 か ら出現 し

た もの);多 数 の ♀ ♀ ♂♂20.v-7.vi.1954;10.v-5.vi.1955;18.v-4.vi、1956;10,v-4.vi.1957;

22.v-vi.1958;11.v-5.vi.1959,福 岡 市;vi.1958,福 島 市 お よび 福 島 県飯 坂 町;5♀ ♀,vi-vii.

1958,北 海 道 余 市 町(以 上 は コナ カ イガ ラム シの 雌成 虫 か ら出現 した もの).

ク ロ ツ ヤ コ バ チ 科(新 称)(Thysanidae)

10.Thysanussp.(二 次 寄 生 蜂Hyperparasite)

提 られ た標本:1♀,29,iv.1957,福 岡市;4♀ ♀2&♂,2-9.vi.1960,青 森 県 藤 崎 町(以 上 は コ

ナ カ イ ガ ラ ム シの越 冬 仔 虫 か ら出現 した もの);1♂,1-10.vi.1954;1♂,14.vi.1955,福 岡 市;

1♂,vi-vii.1958,福 島 県 飯 坂 町(以 上 は コナ カイ ガ ラム シの雌 成 虫 か ら出現 した もの).

本 種 はPsettdococcuscomstockiク ワ コナ カイ ガ ラ ム シか らも多 数 得 られ た(多 数 の ♀ ♀ ♂6、,7-8.

vi.1960;1-19.viii.1960,青 森県 藤 崎 町).

ク ロバ チ 上 科(Proctotrupoidea)

ヤ ド リク ロバ チ 科(Platygasteridae)

11.AtlotropautilisMuesebeckオ オ ワ タ ヤ ド リ クPaバ チ(新 称)

A〃otropautilisMuesebeck,1939,Canad.Ent.,71(7):158;Gilliatt,1939,ibid.,71(7):160-

163(1ifehistory).

Aliotropasp.,Gilliatt,1935,Canad.Ent.,67(8):160-164.

得 られ た標本:多 数 の ♀♀3♂,9.v-12.vi.1956;13.v-6.vi.1959,福 岡市;1♀1♂,19.vi.

1960,青 森 県 藤 崎 町(以 上 は コナ カ イ ガ ラム シの越 冬 仔 虫 か ら出現 した もの).

分 布:カ ナ ダ(ノ バ ・ス コ チ ア),ア メ リカ 合 衆 国(カ リフ ォ ル ニ ア),日 本(本 州:青

森 〔新 記 録 〕;九 州:福 岡 〔新 記 録 〕).

他 の 寄 主:PhenaCOCCUSaceris.

ヒ ゲ ナ ガ ク ロバ チ 科(Ceraphronidae)

12.Lygocerussp。(二 次 寄 生 蜂Hyperparasite.)

得 られ た標本:1♀,29.iv.1959,福 岡 市;1♀,15.vi.1960,青 森 県 藤 崎 町(以 上 は コナ カ イ ガ

ラ ム シの越 冬 仔 虫 か ら出 現 した もの);2♀ ♀2♂ ♂,vi.1958,福 岡市(コ ナ カ イガ ラム シの 雌 成

虫 か ら出現 した もの).

IL捕 食 虫(Predators)

双 翅 目(Diptera)

ア ブ ラ コ バ エ 科(Chamaemyiidae)

1.Leucoρis(LeucopomアiのsilesiacaEgger

得 られ た標本:16頭,22。vi.1958,福 島県 飯 坂 町(コ ナ カ イガ ラム シ の雌 成 虫 を その 卵嚢 と と も

に採 集 した ものの 中 か ら出現 した もの).

分 布:フ ラ ン ス,コ ル シ カ,ド イ ツ,オ ー ス ト リア,日 本(本 州:福 島 〔新 記 録 〕).

他 の 被 捕 食 虫:ウ シ ノ ケ グ サ の1種(Festucasp.)に つ くCoccussp.,Coccusxylini,



Eriopeltis festucae, Eriopeltis lichtensteini, Lecanium vitis, Phenacoccus aceris, Pulvinaria 

betulae, Pemphigus cornicularius, Tetraneura ulmi.

鞘 翅 目(Coleoptera)

テ ン ト ウ ム シ 科(Coccinellidae)

2.Scymnus(Nephus)phosphoressLewisフ タ ホ シ ヒ メ テ ン ト ウ

ScymnusphosphorusLewis,1896,Ann.Mag.Nat.Hist.,ser.6(17)97=37.

S(:ymnus(Nephus)phosphorusBielawski,1957,Trans.ShikokuEnt.Soc.,5(5):74-76;

Tachikawa,1958,NewEnt.,7(4):15-16;Agric.&Hort.,34(7)=1057;Kamiya,1959,

Proc.Assoc.P1。Prot.Kyushu,5:67.

得 られ た 標 本:3頭,16-23.vi.1954;1頭,11-20.vi.1955;35頭,31.v-11.vi.1956,福 岡 市;

14頭,vi-vii.1958,福 島 市 お よ び 福 島 県 飯 坂 町;3頭,vi-viL1958,弘 前 市;1頭,vi-vii.1958,

札 幌 市(以 上 は コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 雌 成 虫 を そ の 卵 嚢 と と も に 採 集 し放 置 した も の か ら 出 現 した も

の).

分 布:日 本(北 海 道:札 幌 〔新 記 録 〕;本 州:青 森,福 島 〔い ず れ も 新 記 録 〕,群 馬,神

奈 川;四 国:香 川,愛 媛;九 州:福 岡,鹿 児 島;吐 鳴 剛).

他 の 被 捕 食 虫:サ ソ ゴ ジ ュ に つ くCrisicoccussp.,Phenacoceusazaleaeツ ツ ジ コ ナ カ イ

ガ ラ ム シ,Phenacoccusviburnaeワ タ カ イ ガ ラ モ ド キ,ヤ マ ハ ソ ノ キ お よ び ケ ヤ キ に つ く

Phenacoccecssp.,Planoeoeeuskraunhiaeフ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ,Pseudeeoccuscitriculus

ミ カ ン ヒ メ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ,PseudOCOCCUScomstockiク ワ コ ナカイガラムシ シ,モ ミ ジ に

つ くPulyinariasp.

3.Stethorus/aponicusKamiyaキ ア シ ク ロ ヒ メ テ ン ト ウ

StethorusfaponicttsKamiya,1959,Kontyti,27:140-143;Ehara,1960,Noyaku。tstishin,no.

45:13.

StethomspunctillumKamiya,1959,Proc.Assoc、Pl.Prot.Kyushu,5=67.

得 られ た 標 本:2頭,vi-vii.1958,青 森 県 尾 上 町(コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 雌 成 虫 を そ の 卵 嚢 と と も

に 放 置 した も の の 中 か ら 出 現 した も の).

分 布:日 本(本 州:青 森 〔新 記 録 〕,新 潟,東 京,山 梨,和 歌 山;四 国:愛 媛;九 州:福

岡,長 崎,鹿 児 島).

他 の 被 捕 食 虫=Unaspisyanonensisヤ ノ ネ ヵ ・イ ガ ラ ム シ,Pseudautaeaspispentagonaク

ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ,Aulacaspisdi:fficilessグ ミ カ イ ガ ラ ム シ,Ceroplastesrscbensル ビ ー ロ

ウ カ イ ガ ラ ム シ,ナ ミ ハ ダ ニ の1種Tetranychussp.,Panonychuscitriミ カ ン ハ ダ ニ.

4.Hyperaspisノ 卯oη ∫oα(Crotch)フ タ ホ シ テ ン ト ウ

CryptogonusjmponicusCrotch,1874,Rev.Coleopt.Coccin.,London:203.

HyperaSpistestaceieornisWeise,1879,Deutsch.Ent.Zeits.,23:149.

ScymnuskuwanaiOhta,1931,Ins.World,35(406):182-184.

Hyperaspisノ αponicaLewis,1896,Ann.Mag,Nat.Hist,,ser.6(17)97:33;Tachikawa,

1956,0yo-kontyu,12(3):155;ibid.,12(4):232;Jap.Journ.AppLZool.,21(3):

128;Miyatake,1957,Trans.ShikokuEnt.Soc.,5(7):113-114;Tachikawa,1958,

NewEnt.,7(4):13-14;Kamiya,1959,Proc.Assoc.Pl.Prot.Kyushu,5:67.

得 ら れ た 標 本:1♂,vi-vii.1958,札 幌 市(コ ナ カ イ ガ ラ ム シ の 雌 成 虫 を そ の 卵 嚢 と と も に 放 置 し

た も の か ら 出 現 し た も の).

分 布:日 本(北 海 道:札 幌 〔新 記 録 〕;本 州;四 国:愛 媛;九 州:福 岡).

他 の 被 捕 食 虫:Coccushesperidumヒ ラ タ ヵ タ ヵ4ガ ラ ム シ,Metaceronemajaponicaツ



バ キ カ イ ガ ラ ム シ,Protopulvinariafukayaiフ カ ヤ カ タ カ イ ガ ラ ム シ,Pulvinariaaurantii

ミ カ ン ワ タ カ イ ガ ラ ム シ,-Pulyinariaeitricolaミ カ ン ヒ メ ワ タ カ イ ガ ラ ム シ7.Pulvinaria

floecijeraツ バ キ ワ タ カ イ ガ ラ ム シ,Pulvinariahazeaeナ ガ ワ タ カ イ ガ ラ ム シ,Pulvinaria

hydrangeaeア ジ サ イ ワ タ カ イ ガ ラ ム シ,Pμlvinariatorreγaeカ ヤ ワ タ カ イ ガ ラ ム シ,Pul-

vinariasp.,Saissetiacitrieolaヤ マ トカ タカイガ ラ ム シ,Takakashiajaponicaヒ モ ワ タ カ

イ ガ ラ ム シ,Pseudaulacaspispentagonaク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ,
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                               Summary 

   Since 1954 the author has been engaged in the study of natural enemies of 
a mealybug, Phenacoccus  pergandei Cockerell. The study was chiefly carried out 
at Fukuoka. In spring, 1958, the author made a survey trip to the northern 

part of Japan, i. e. to the prefectures of Fukushima and Aomori in Honshu and 
to Hokkaido. From April, 1960 to March, 1961, the author had a good fortune 
to stay at the Horticultural Division of Tohoku Agricultural Experiment Station 
at Fujisaki, Aomori Prefecture. 

  In 1942 Rau decided that Phenacoccus pergandei Cockerell was a synonym of 
aceris (Signoret). The author sent specimens of this mealybug collected at 
Fukuoka to Dr. R. Takahashi for identification. In response he wrote to the 
author that the species of Japan would better be referred to pergandei, and that 

pergandei did not seem to be a synonym of aceris at the present time. 
   The natural enemies of this mealybug discovered by the author include 

twelve species of parasites (eight being hyperparasites) and four species of 

predators as follows : 
  1. Pachynenron sp. (hyperparasite) 
  2. Unknown sp. A of Pteromalidae (hyperparasite) 

  3. Unknown sp. B of Pteromalidae (hyperparasite) 
  4. Tetrastichus sp. (hyperparasite) 

  5. Achrysopophagus nagasakiensis(Ishii) (hyperparasite) 
  6. Anagyrus schonherri (Westwood) 

  7. Anagyrus sp. 
  8. Aphycus albicornis Timberlake 

   Waterstonia fuliginosa Compere et Annecke, 1961, is a new synonym of this 
species and is the overwintering generation of Aphycus albicornis Timberlake as 
reported by the author (1960 and 1961). 

  9. Cheiloneurus sp. (hyperparasite) 
 10. Thysanus sp. (hyperparasite) 

 11. Allotropa utilis Muesebeck 
 12. Lygocerus sp. (hyperparasite) 

 13. Leucopis (Leucopomyia) silesiaca Egger (predator) 
 14. Scymnus (Nephus) phosphorus Lewis (predator) 

 15. Stethorus japonicus Kamiya (predator) 
 16. Hyperaspis japonica (Crotch) (predator)


